障がい者生活支援センターの活動報告　2008年7月～10月
春日苑障がい者生活支援センター
■　日中に過ごす場所について
　相談を受ける中で最も多い相談内容は、福祉サービスの利用についてである。福祉サービスの利用の中で身体障がい者が必要としているサービスは、主に以下の３つがある。

1 自宅で介護を受けるための居宅介護

2 日中に過ごす場所として生活介護や地域活動支援センター
3 介護をする人が介護の出来ない状況になった時のための短期入所　
　特に、その中でも一般就労に繋がらなかった養護学校の卒業生や中途障がい者に対して、それに代わる日中に過ごす場所が少ないのが現状である。行き場のない障がい者にとっては、家族以外の方や社会との接点が少なくなるため、関わりが薄くなってしまう。
さらに、日中に過ごす場所がないため、自宅での介護を余儀なくされ、独居で生活されている障がい者はヘルパーを利用する必要が出てくる。それは、ヘルパー不足にも影響が出ているのではないかと感じる。福祉サービスだけではなくそれに代わる社会資源を開発・活用していく必要がある。
■　福祉サービスの利用について

　福祉サービスを利用する上で、家族や本人が制度を全て理解している方は少ないと感じる。特に、初めて福祉サービスを利用するとなると、どのようにケア計画を立ててよいのか分からないという声を聞く。現在、障がい者のケアマネジメントは、対象者が狭く、限られているため、難しいのが現状です。そのため、本人と一緒に考えながら、できる範囲でのケア計画を立て、事業所を探していくといったケアマネジメント的な業務も行っている。
■　身体障がい者の住まいについて
身体障がい者が、地域で生活を送るためには、住む家、バリアフリー、サービスを提供するヘルパー事業所、家族の支援・協力、本人の所得等の確保が必要である。バリアフリー住居がなく、サービスを提供する事業所が減少しており、サービス利用ができないのが現状である。福祉サービスや制度だけでは限界であり、難しいと感じている。
　地域で暮らせるようにするには福祉サービスや制度だけでは限界があるため、近隣や地域で助け合い、支えあえることができる地域になっていければ良いと思っている。
また、そこには障がいに対する正しい理解が必要だと感じている。

